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調査の概要

３．調査時期 平成２０年１０月８日～１０月１５日

１．調査方法

インターネット調査

インターネット調査会社のモニター74万件に対して調査対象の要件確認を行い（10/１～10/8）、これに応じた22万件のうち平成２０年７月から１０月の間に
民間住宅ローンを借入された方1470件に、インターネットによるアンケート調査（10/8～10/15）を実施し、先着順に回答があった民間住宅ローン利用者
１,０４７件を調査対象とした。

４．調査項目 利用した住宅ローンの金利タイプや住宅ローン選びに関する事項

２．調査対象

民間住宅ローン利用者 ｎ＝１０４７

・借入時期：平成20年7月から10月までに民間住宅ローンを借り入れされた方
・居住用の新規の住宅ローン（除く：借換え、リフォーム、土地のみの融資、アパートや投資用のローン）
・全国の２０歳以上６０歳未満までの方（除く：学生、無職）

平成20年度 民間住宅ローン利用者の実態調査（第２回)

平成２０年１０月２４日
独立行政法人 住宅金融支援機構

※調査名称の変更：平成１９年度に実施していた「住宅ローン利用に関するアンケート調査」は、本年度から「民間住宅ローン利用者の実態調査」としました。

※ 平成20年度 民間住宅ローン利用者の実態調査（第２回）調査結果11ページのグラフについて、「固定期間選択型」及び「変動型」の標本数に誤記が

ありましたので修正を行いました。（「固定期間選択型」：誤n=484→正n=496、「変動型」誤n=270→正n=370） [平成21年2月18日]
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0 10 20 30 40 50 60

住宅・販売事業者（営業マン、店頭、営業所など）

金融機関（店頭、相談コーナーなど）

インターネット

勤務先（福利厚生、職員向け説明会など）

クチコミ

モデルルーム、住宅展示場

住宅情報誌

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾅｰ、住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等の専門家

住宅金融支援機構（店頭、相談コーナーなど）

折込チラシ

新聞記事

新聞広告

テレビ

ダイレクトメール

ポスター等の屋外掲示

雑誌（住宅情報誌を除く）

ラジオ

講演、セミナー

交通機関の車体・車内の広告

その他

知るきっかけとなった媒体等

決定に際し影響が大きかった媒体等

利用した住宅ローンを知るきっかけ、決定に際して影響が大きかった媒体等　＜複数回答可＞
％

ｎ＝１０４７

【参考】（　）内は、前回調査（n=1018）の値

％

１．利用した住宅ローンと媒体等

利用した住宅ローンを知るきっかけ、住宅ローンの決定に影響が大きかった媒体等は、「住宅・販売事業者」が
大幅に増加している。 次いで、「金融機関」「インターネット」が上位３位までを占めている。

調査結果
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２．利用した住宅ローンを選ぶ決め手

利用した住宅ローンを選ぶ決め手としては、「金利水準が低かった」が７２．３％と圧倒的に多い。
次いで 「住宅･販売事業者の勧めがあった」３１．８％などの順になっている。
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

金利が低かった

住宅・販売事業者の勧めがあった

諸費用等が安かった

住宅・販売事業者との契約で、
住宅ローンに関する特約があった

日頃から付合いや馴染みがあった

取得費のほぼ全額を1つのローンで賄えた

断られるなど、他の住宅ローンを
利用できなかった

物件に関して提携ローンなど利用できる
住宅ローンが決まっていた

借入可否（審査結果）が早くわかった

返済終了まで固定金利なので
金利変動を気にする必要がなかった

つなぎ資金を借りなくてよかった

口コミによる勧めがあった

FP、住宅ローンアドバイザー等の
専門家に勧められた

金融機関に勧められた

特になし

％

住宅ローンを選ぶ決め手として、よくあてはまる事項はどれですか　＜３つまで回答可＞

ｎ＝１０47

【参考】（　）内は、前回調査（n=1018）の値
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今回調査では、０８年７月以降、長期金利は低下しているが、米国金融市場の混乱などから金利先高感が薄れ、「全期間固定型」の
利用割合は２０％を割るまでに減少。一方、「変動型」が３５．３％に大幅増加（民間住宅ローン利用者の３人に1人以上）となっている。

※ 「変動型」商品では、一般に半年毎の適用金利見直され、５年毎に返済額見直で返済額増加に対する一定の措置があるのが一般的だが、金利上昇が
大きい場合、未払い利息発生により、将来的な支払いに課題を残す可能性もあり、「変動型」利用にあたっては注意が必要。

３．住宅ローンの金利タイプ（借入月別構成比の推移）
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借入時期

民間住宅ローンの金利タイプ（借入月別シェア）

短期金利（無担保ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄｺｰﾙ）

長期金利（10年国債流通利回り）

第３回
n=1004

平成19年度
第２回

　n=1003

固定期間選択型

全期間固定型

変動型

固定期間選択型

全期間固定型

変動型

構成比％ 長短金利％

平成20年度
第１回
n=1018

第３回
　　　  第 3 回 調 査

金利タイプ
n=1004

サンプル数
(構成比)

全期間固定型 297(29.6%)

固定期間選択型 492(49.0%)

変動型 215(21.4%)

平成19年度第２回
　　 　 第 2 回 調 査

金利タイプ
n=1003

サンプル数
(構成比)

全期間固定型 241(24.0%)

固定期間選択型 541(53.9%)

変動型 221(22.0%)

平成20年度第１回
　　　  第 1回 調 査

金利タイプ
n=1018

サンプル数
(構成比)

全期間固定型 264(25.9%)

固定期間選択型 484(47.5%)

変動型 270(26.5%)

今回
第2回
n=1047

平成20年度第2回
　　　  第2回 調 査

金利タイプ
n=1047

サンプル
数

(構成比)

全期間固定型 181(17.3%)

固定期間選択型 496(47.4%)

変動型 370(35.3%)
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今回の調査期間（20年7月～10月）を通じた利用状況は、「全期間固定型」１７．３％に減少（▲８．６％）し、その分「変動型」３５．３％に
増加（＋８．８％）した様相。 「固定期間選択型」は４７．４％で横ばい（▲０．１％）だが、当初10年固定への集約が進んでいる。

４．金利タイプ別の住宅ローン利用状況
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1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

全期間固定型

2年

3年

5年

その他10年未満

10年

10年超

変動型

20年度第2回（平成20年7月～10月）n=1047

20年度第1回（平成20年3月～6月）n=1018

19年度第3回（平成19年11月～平成20年2月）n=1004

19年度第2回（平成19年5月～10月）n=1003

19年度第１回（平成18年4月～平成19年4月）ｎ＝1395

固
定

期
間

選
択

型

住宅ローンの利用実態（金利タイプ別）

47.4%
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全期間固定型の返済期間は、「30年超35年以下」が全体の４２．０％、うちフラット３５は２７．１％を占めている。

５．全期間固定型の返済期間

5.5%

4.4%

8.3%

6.6%
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14.9%
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6.1%

27.1%

1.7%
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1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

10年未満

10年

10年超15年以下

15年超20年以下

20年超25年以下

25年超30年以下

30年超35年以下

35年超

フラット３５以外　n=92

フラット３５　n=89

全期間固定型の返済期間

ｎ＝１８１

返済期間
全体
n=181

うちフラット35
n=89

うちフラット
35以外
n=92

10年未満 1.7% 1.7%
10年 5.5% 5.5%

10年超15年以下 5.5% 1.1% 4.4%
15年超20年以下 16.0% 7.7% 8.3%
20年超25年以下 13.8% 7.2% 6.6%
25年超30年以下 14.9% 6.1% 8.8%
30年超35年以下 42.0% 27.1% 14.9%

35年超 0.6% 0.6%
計 100.0% 49.2% 50.8%
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６．金利タイプ別の世帯年収分布

「全期間固定型」利用者は、世帯年収「400万円以下」「600万円以下」が5割未満（47.5%)、「1000万円超」17.7%。
一方、「固定期間選択型」「変動型」では、「400万円以下」「600万円以下」が55.4%、50.6%と過半数を超えており、
「1000万円超」は8.5%、10.8%と1割となっている。
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29.2%

32.6%

40.3%

38.9%

22.1%
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18.5%

11.5%

14.6%
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5.0%

6.7%

3.3%

3.2%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全期間固定型
n=181

（うちﾌﾗｯﾄ35）
n=89

（うちﾌﾗｯﾄ35以外）
n=92

固定期間選択型
n=496

変動型
n=370

400万円以下
n=152

600万円以下
n=400

800万円以下
n=247

1000万円以下
n=134

1500万円以下
n=87

1500万円超
n=27

金利タイプ別に見た世帯年収の分布

全期間固定型の内訳
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７．固定期間選択型：当初金利の固定期間（世帯年収別）

「固定金利選択型」利用者の世帯年収別に、当初金利の固定期間をみると、ボリュームゾーンである「400万円超
600万円以下」や「600万円超800万円以下」の層で「10年」の利用が多く、「10年」利用の65%を占めている。
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400万円以下
n=75

600万円以下
n=200

800万円以下
n=122

1000万円以下
n=57

1500万円以下
n=36

1500万円超
n=6

2年　n=10 3年　n=78 5年　n=57 その他10年未満　n=9 10年　n=298 10年超　n=44

（固定期間選択型）世帯年収別の当初金利の固定期間

n=４９６

％
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８．今後１年間の住宅ローン金利

今回調査では、金利先高感が大幅に後退する一方、「ほとんど変わらない」２７．０％、「見当がつかない」１４．０％
などが増えており、楽観的な見方や先行き不透明感が広がっている。
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26.6% 21.5% 27.0%
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14.0%
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7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20年度第2回
(10月調査実施)

n=1047

20年度第1回
(7月調査実施)

n=1018

19年度第3回
(2月調査実施)

n=1004

19年度第2回
(10月調査実施)

n=1003

19年度第1回
(5月調査実施)

n=1395

現状よりも上昇する 少し上昇するが、それほど気にするほどではない

ほとんど変わらない 短期金利は上昇しても、長期金利は差ほど上昇しない

変動はあるが、そのうち低下する 見当がつかない

今後１年間の住宅ローン金利見通し
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金利タイプ別にみると、全期間固定型や固定期間選択型と比べて、変動型では「ほとんど変わらない」３５．４％など

金利の先行きについて楽観的な見方が多くなっている。

９．今後１年間の金利見通し（金利タイプ別）
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14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計
n=1047

全期間固定型
n=181
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変動型
n=370

現状よりも上昇する 少し上昇するが、それほど気にするほどではない

ほとんど変わらない 短期金利は上昇しても、長期金利は差ほど上昇しない

変動はあるが、そのうち低下する 見当がつかない

今後１年間の金利見通し（金利タイプ別）
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１０．住宅ローンの商品特性や金利リスクの調べ方＜変動型・固定期間選択型の利用者＞

「変動型」利用者は、「固定期間選択型」利用者に比べ、「住宅・販売事業者からの説明に頼った」割合が、
１０％前後高くなっている。
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適用金利や返済額
の見直しルール

将来の金利上昇によって
どれぐらい返済額が増えるか

金利タイプが異なる住宅
ローンと比較した特徴

優遇金利の適用ルール
（延滞すれば適用されなくなるなど）

将来の金利上昇に伴う
返済額増加への対応策

適用金利や返済額
の見直しルール

将来の金利上昇によって
どれぐらい返済額が増えるか

金利タイプが異なる住宅
ローンと比較した特徴

優遇金利の適用ルール
（延滞すれば適用されなくなるなど）

将来の金利上昇に伴う
返済額増加への対応策

自分自身で
手を尽くして
調べた

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾅｰ、
住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰなど
専門家に相談

金融機関からの説明
に頼った

住宅・販売事業者からの
説明に頼った

親族等に任せっ放し その他

住宅ローンの商品特性や金利リスクの調べ方
（変動型・固定期間選択型の利用者）

変動型　n=370

固定期間選択型　n=496
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１１．住宅ローンの商品特性や金利リスクへの理解度＜変動型・固定期間選択型の利用者＞

商品特性や金利リスクに関して、「将来の金利上昇に伴う返済額増加への対応」について、「十分理解」「ほぼ理解」
の割合が５割未満で他の項目に比べて低い。 また、各項目とも、「よく理解していない」「全く理解していない」割合が
約１割程ある。

16.1%

15.5%

16.5%

15.9%

13.3%

18.6%

18.1%

17.6%

17.8%

14.6%

47.4%

42.1%

42.7%

41.5%

33.3%

45.1%

37.3%

42.4%

37.0%

32.4%

28.4%

32.7%

30.8%

29.0%

39.5%

28.9%

35.7%

29.5%

29.7%

39.7%

9.1%

12.1%

11.7%

4.3%

5.9%

5.9%

8.9%

9.2%

8.3%

7.3%

4.1%

6.5%

4.6%

3.0%

3.0%

2.2%

1.4%

0.8%

1.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

適用金利や返済額
の見直しルール

将来の金利上昇によって
どれぐらい返済額が増えるか

金利タイプが異なる住宅
ローンと比較した特徴

優遇金利の適用ルール
（延滞すれば適用されなくなるなど）

将来の金利上昇に伴う
返済額増加への対応策

適用金利や返済額
の見直しルール

将来の金利上昇によって
どれぐらい返済額が増えるか

金利タイプが異なる住宅
ローンと比較した特徴

優遇金利の適用ルール
（延滞すれば適用されなくなるなど）

将来の金利上昇に伴う
返済額増加への対応策

十分理解 ほぼ理解 理解しているか不安 よく理解していない 全く理解していない

変動型　n=370

固定期間選択型　n=496

住宅ローンの商品特性や金利上昇リスクへの理解度
（変動型・固定期間選択型の利用者）
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１２．金利上昇に伴う返済額増加への対応＜変動型・固定期間選択型の利用者＞

返済中の金利上昇に伴う毎月返済額増加への対応としては、「一部繰上返済」が５０％以上を占める一方、

「見当がつかない、わからない」との回答が、１０％余りある。
なお、「借換する」場合、どの金利タイプを選ぶかについては、「わからない」が半数となっている。

16.1% 6.5% 53.2% 10.1% 13.9%

16.5% 3.2% 51.9% 12.2% 15.4%

0.8%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

固定期間選択型
n=496

変動型
n=370

返済目処や資金余力があるので、返済継続 金利負担が大きくなれば、全額完済する

返済額圧縮、あるいは金利負担軽減のため、一部繰上返済する 借換する

見当がつかない、わからない その他

金利上昇に伴う返済額増加への対応＜変動型・固定期間選択型の利用者＞

(参考）借換する場合の金利タイプは？
　　　　　金利リスクがない全期間固定型20.0%、金利リスクが伴う変動型あるいは固定期間選択型30.0%、わからない50.0%

(参考）借換する場合の金利タイプは？
　　　　　　金利リスクがない全期間固定型24.4%、金利リスクが伴う変動型あるいは固定期間選択型22.2%、わからない53.3%
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（参考１）年齢×金利タイプ別利用状況

２０、３０歳代は、「全期間固定型」が２割未満、「変動型」や「固定期間選択型（当初１０年固定）」の利用が多い。

17.3%

15.2%

16.1%

21.9%

33.3%

28.5%

33.5%

28.1%

27.1%

10.0%

5.4%

3.6%

6.2%

3.2%

13.3%

7.4%

13.3%

6.0%

7.8%

3.9%

35.3%

39.1%

34.1%

36.8%

30.0%

7.7%

7.1%

6.1% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
n=1047

20歳代
n=197

30歳代
n=665

40歳代
n=155

50歳代
n=30

全期間固定型 n=181 １０年 n=298 ５年 n=57 ３年 n=78 その他 n=63 変動型 n=370

年齢×金利タイプ

固定期間選択型全期間固定型 変動型
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（参考２）金利タイプ別の借入先

「全期間固定型」、「変動型」の借入先は、都市銀行・信託銀行が４から５割を占め、「固定期間選択型」では、
地方銀行が３割を占めている。

36.1%

41.4%

22.4%

9.0%

36.8%

20.1%

51.9%

26.6%

13.8%

33.3%

39.7%

29.8%

35.9%

23.8%

7.5%

3.9%

9.7%

21.8%

10.5%

8.4%

6.5%

5.4%

8.8%

3.2%

1.3%

1.7%

6.8%

6.6%

4.4%

9.3%

11.5%

7.0%

9.1%

4.1%

1.3%

0.3%

7.5%

6.6%

10.7%

10.3%

5.3%

11.7%

3.8%

5.2%

2.8%

9.3%

2.6%

8.8%

12.1%

4.0%

16.6%

1.6%

0.7%

1.4%

1.8%

1.7%

0.6%

1.1%

0.8%

2.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=1047

全期間固定型
n=181

固定期間選択型
n=496

3年 n=78

5年 n=57

10年 n=298

変動型 n=370

都市・信託銀行
n=378

地方銀行
n=278

第二地方銀行
n=79

その他銀行(不詳含む)
n=57

信用金庫
n=69

信用組合
n=11

労働金庫
n=79

JAﾊﾞﾝｸ
n=54

その他
n=42

金利タイプ別の借入先
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（参考３）従前の住まいと今回の取得した住宅

従前の住まいは、「民営借家」が５８．５％を占め、「持家」は１７．８％ 。

11.7%

14.5%

55.8%

8.8%

16.9%

3.8%

6.1%

2.9%

0.0%

6.1%

10.6%

7.2%

11.5%

58.4%

55.4%

20.9%

65.5%

70.0%

47.0%

59.6%

9.0%

9.5%

8.8%

6.2%

10.8%

11.5%

7.6%

4.7%

5.3%

10.8%

8.7%

7.2%

6.1%

6.2%

7.2%

4.8%

1.8%

9.3% 11.6%

8.6%

2.3%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全　　体　n=1047

一戸建て住宅の新築　n=442
（ご自分で建築業者に注文して住宅を建設）

一戸建て住宅の建替　n=43
（現在のお住まいの持家を建替え）

建売住宅の購入　n=148
（分譲業者が建てた戸建住宅を購入）

新築分譲マンションの購入　n=227

中古一戸建の購入　n=83

中古マンションの購入　n=104

持家（戸建）
n=123

持家（ﾏﾝｼｮﾝ）
n=64

民営借家
n=611

公的借家
n=94

親族の家
n=80

寮、社宅
n=75

従前の住まい→

今回取得住宅
↓

従前の住まいと今回取得した住宅
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【参考】 回答者の基本属性

注： 首都圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

東海圏：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
近畿圏：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
その他：首都圏、東海圏、近畿圏以外

【住宅ローン利用者】　ｎ=1047
ｻﾝﾌﾟﾙ数 構成比%

20歳代 184 17.6
30歳代 651 62.2
40歳代 182 17.4
50歳代 30 2.9

400万円以下 152 14.5
600万円以下 400 38.2
800万円以下 247 23.6
1000万円以下 134 12.8
1500万円以下 87 8.3
1500万円超 27 2.6

首都圏 411 39.3
東海圏 131 12.5
近畿圏 178 17.0
その他 327 31.2

注文新築 442 42.2
(うち敷地同時取得 340 76.9)

注文建替え 43 4.1
新築建売 148 14.1

新築ﾏﾝｼｮﾝ 227 21.7
中古戸建 83 7.9

中古ﾏﾝｼｮﾝ 104 9.9
全期間固定型 181 17.3
(うちフラット３５ 89 49.2)

固定期間選択型 496 47.4
変動型 370 35.3
10%以内 133 12.7
15%以内 196 18.7
20%以内 263 25.1
25%以内 234 22.3
30%以内 126 12.0
35%以内 56 5.3
40%以内 28 2.7
40%超 11 1.1

住宅の種類

金利タイプ

返済負担率

項　目

年齢

世帯年収

地域
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